







『総合政策論叢』第 25 号（2013 年 2 月）
島根県立大学 総合政策学会
1．問題の所在
　中国国家統計局が 2011 年 4 月 28 日に発表した統計データによると、中国は 2010 年 11
月 1 日現在、60 歳以上の高齢者人口はすでに 177,648,705 人、およそ総人口の 13.26% を占
めており、65 歳以上の高齢者人口はすでに 118,831,709 人、およそ総人口の 8.87% を占め
ている 1）。2000 年に行われた第 5 回人口センサスと比べて、60 歳以上の高齢者人口の割








































































































































































15 の副省級の都市の一つである 19）。2003 年、長春市は 65 歳以上の高齢者が長春市総人
口の 7.1％を占め、高齢化社会の仲間に入ったことを示している 20）。2010 年に行われた
第 6 回人口センサスによると、長春市の総人口は 7,677,089 人、2000 年に行われた第 5 回
人口センサス（2000 年 11 月 1 日時点 7,135,439 人）と比べて、10 年で 541,650 人増加し、
7.59% 上昇した。そのうち 65 歳以上の高齢者人口は 618,213 人、およそ総人口の 8.05% を
占めている。第 5 回人口センサスと比べて 65 歳以上の高齢者人口の割合は 1.75 ポイント
上昇した 21）。なお、長春市では高齢者人口が毎年 3％のスピードで増加していると予測
されている。2030 年と 2050 年には、高齢者人口が長春市総人口に占める割合はそれぞれ
25.81％と 29.16％になる見込みである 22）。また、2010 年に行われた第 6 回人口センサスに
よると、2,329,737 世帯があり、世帯当たり平均人口は 3.08 人、2000 年に行われた第 5 回
























従業員レイオフという「東北現象」が出現した。そのため、2003 年 10 月に開催された中








展統計公報」（2008-2010 年）長春信息港 http://2007.changchun.gov.cn/other/tjj/ 、大
連市統計局「大連市国民経済和社会発展統計公報｣（2008-2010 年）http://www.
stats.dl.gov.cn/class.jsp?dtype=80、北京市統計局「北京市国民経済和社会発展統計




るべきなのであろうか。このような問題関心に基づいて、筆者は 2010 年 7 ～ 8 月に長春








　2008 年 2009 年 2010 年 2008 年 2009 年 2010 年
長春市 34,193 37,753 43,936 15,002.5 16,072 17,922
上海市 72,124 69,164 76,074 26,675 28,838 31,838
北京市 63,029 68,788 － 24,725 26,738 29,073




　T 社区の面積は約 0.32 平方キロメートルである。住民は 3,061 世帯である。総人口は
10,149 人であり、そのうち 60 歳以上高齢者は 1,492 人で、高齢化率は 14.7％である。一人
暮らし高齢者は 56 人、老夫婦だけの世帯は 204 人、貧困高齢者は 7 人、寝たきり高齢者
は 13 人である。社区居民委員会のスタッフは 24 名である。そのうち、党書記は 1 名、副
書記 1 名、内勤 2 名、責任区主任 4 名、労働保障助手 7 名、最低保障専従 1 名、婦人専従
1 名、司法専従 1 名、総合管理 1 名、文化体育専従 2 名、在宅養老服務員 3 名の体制となっ
ている 25)。T 社区の住民はほとんど長春市にある大手国有企業の在職従業員、定年退職者
およびその家族から構成される。当該会社の従業員はいつも日勤と夜勤を交替し、または










　H 社区の面積は約 0.4 平方キロメートルである。住民は 4,919 世帯である。総人口は
14,475 人であり、そのうち 60 歳以上高齢者は 2,016 人で、高齢化率は 13.6％となっていた。
一人暮らし高齢者は 22 人、老夫婦だけの世帯は 72 人、貧困の高齢者は 14 人、90 歳以上





況の変動の中に、H 社区は 2006 年から在宅扶養を基礎とし、社区サービスを支えるシス
テムの構築の試みをスタートさせた。






























































































島根県立大学『総合政策論叢』第 25 号（2013 年 2 月）
の担い手に対して、2007 年、｢三つの堅持｣ と「六つの訪問」を規定した。｢三つの堅持｣





となる高齢者は 21 人であった。この取り組みは 2007 年から発足してから、調査の時点ま
で 6 名の社区スタッフに加えて 23 名のボランティアが ｢三つの堅持｣ の定める条件に基
づき、21 名の高齢者に対して、毎日 1 回連絡し、毎週 1 回見舞い、毎月 1 回ボランティアサー
ビスを提供していた。年間訪問は合わせて 385 回、計 783 時間にも上っている。









チーム１（6 人） 公益ポストの人員と養老服務員 ○高齢者の昼間の世話。
○一人暮らし高齢者の家庭訪問。


































る 1,492 名の 60 歳以上の高齢者と社区のスタッフである 3 名の在宅養老服務員との比率


















































































































































































にとどまっており、そのうち、60 ～ 64 歳高齢者は全高齢者の 30.3％を占めていて、65 ～
69 歳高齢者は全高齢者の 25.5％を占めているが、それぞれの再就職率も 11.06％と 6.43％
にすぎない。H 社区の例を取り上げれば、2010 年上半期末、2,016 名の高齢者のうち、60















年後の 2009 年、中国の 60 歳以上の高齢者人口は１億 6,714 万人に達し、総人口の 12.5%


























ス日、2011 年 5 月 3 日 )。
3）郭平・陳剛『2006 年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』中国社会出版社、2009 年、4 頁、所収。
4）徐州市民政局、http://www/xzmz.gov.cn/sqgs/guanyuzhuanfa¯minzhengbuguanyuzaiquanguotui
jinchengshisheoujianshedeyijian¯detongzhi.html（アクセス日、2012 年 12 月 6 日）。
5）中華人民共和国民政部全国民政門戸、http://www.mca.gov.cn/article/zwgk/ fvfg/
jczqhsqjs/200709/20070900001716.shtml（アクセス日、2012 年 12 月 5 日）。
6）中国社区建設展示中心、http://www.1949.gov.cn/uploadfile/ewebeditor/20100608092530632.pdf（ア
クセス日、2012 年 12 月 6 日）。
7）中華人民共和国民政部全国民政門戸、http://zqs.mca.gov.cn/article/sqjs/zcwj/200912/20091200044461.
shtml（アクセス日、2012 年 12 月 6 日）。
8）養老とは老人を大切にし、いたわり養うことおよび老後を安楽に送ることである。
9）中華人民共和国民政部全国民政門戸、http://www. mca.gov.cn/article/ zwgk/ fvfg/










究」『鹿児島大学工学部研究報告』（50）[2008]、11 ～ 12 頁、所収。
15）畢麗傑「中国都市部における高齢者介護の社会化―北京市と上海市の事例研究を通じて―」『立
命館国際研究』23 － 1、June2010、145 頁、所収。
16）全国障害者問題研究会（全障研）三重支部ホームページ、http://www4.ocn.ne.jp/~yama-
kei/3syouken/hourei/syakaiihusihou.htm（アクセス日、2012 年 12 月 2 日）。
17）同上。
18）厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/shingi/2002/01/s0128-3.html （アクセス日、





ス日、2012 年 10 月 16 日）。




ス日、2011 年 10 月 16 日 )。
24）長春市人民政府、http://www.changchun.gov.cn/ccgl/hxzc/zcry/index.htm（アクセス日、2012
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